


動物と私
玉井義弘

なきごえ26(8) .1990 

人の趣味は、動

物、縞物、鉱物と

年令によって変る

らしい。平ムもご多

分にもれず、学生

の頃までは極身雑

多な動物を飼って

いたが、今は盆裁

と野菜作りに忙し

い。し かし、 まだ・・・・・・・・・・＂＂~：..：！
石を磨く心境にはならない。

私が最初に動物を飼しミ始めたのはひよこであった。

小学校 1、 2年の頃、近所の養鶏場から 5匹のひょ

ごをゆず万て貰ったことを記憶している。私は兄弟

5人の 4番目であったが、ひよこの世話はほとんど

私がしていたように思う。ただ、 当時はまだ幼ない

時なので、父が小屋を作り、母が助けて くれていた

が、学校から帰ると近所へ草取りに行き、それに米

ぬかをまぜて与えていた。両親にとっては、私の動

物好きは迷惑であったかも知れないが、やさしく見

守り、手助けしてくれていたことが、今なつかしく

婚し く思う。その後、小学校5年の時、約半年間学

童疎開に行ったが、その当時に家に鶏がいたかどう

かはよく ·1~まえていない。
戦後間もなく、まず犬を飼いたくな って、今では

想像もできないが、当時は犬が欲しくても容易に手

に入らなかった。戦争中は食糧難で犬を飼う余裕も

なく 、町の中は犬も猫もほとんど見かけなかったよ

うに思う。したがって世の中がやや落ち着きを取り

戻 したとはいえ、犬を飼いたくても手に入らないの

が現状で、どこかの家で子犬が生れると、すぐに貰

われていく。 仕方がなく、華見にしつこくねだってや

っと子犬を貿って貰．ったが、その時の感激は今も忘

れられない。

中学生になると、私の動物好きも次第に本格的に

なり、犬のほか、兎、鶏と増えていった。特に兎は、

簡単に子供が産れるので数が増える一方で、 f中のい

い友達にあげたりしていた。 しかし、兎はあまり利

巧な動物ではなさそうで、 一辺小屋から逃げ出し、

縁の下へ入ると捕まえるのにー苦労する。姿は可愛

いらしいものの、あまり面白財えはなかった。それに

上ヒべると鶏の方が余程利巧で愛矯があった。ある時、

近所の 5、 6才の子供が家に遊びに来た時、手にパ

日、許可A計~＂＂＂＇持判、計、＃、ゃ
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ンを持って立っていると、庭にいた鶏が、子供の後

から抜足差足で静かに近づき、さっとパンをくわえ

ると一目散に逃げでいき、子供は泣き出 し廻りの者

は大笑いしたととがあった。

この頃になると、これらの世話は、弟が少し手伝

ってくれた平呈度で、ほとんど私がしていたように思

う。まず、 小屋作りから始めるが、少身大きなもの

でも日が暮れるまで自分一人で懸命に作っていた。

幸いなことに、裏庭が比較的広く、 また防空壕を作

っていた廃材が沢山あったので材料には事欠かなか

った。毎日の餌やりから小屋の掃除まで大へんな労

力であったが、あまり苦にならなかったように思う。

勉強の方は一切無関心で、学校から帰る と犬好 きの

友達と自分の犬の自慢話に無中にな り、とにかく動

物に明け暮れしていたようだ。

ある時期、雲雀や雀も飼ったことがある。雲雀は

面白い鳥で、春から初夏にかけて麦畠などに巣を作

るが、巣に行く時は遠くに下りてかく れるようにし f、
て近ずくが、驚かすと巣から直接飛び立つので、す , 

ぐに巣が見つかる。そのひなを育てるのであるが実

に楽しいものである。少し大きくなると人のあとを

ピーピーとなきながらついてまわるので、家中が賑

やかなことおびただし~＇。これらの小鳥は、店で売

っているインコや文鳥と比べるとやや巽った面白さ

がある。ごくありふれた存在であ りながら、実は空

を飛び手の届かないものが、次第に自分に慣れ、ご

く身近かにいることが子供にとって素晴らしいごと

のように思うのであろう。いずれは放してやるが、そ

の時は満足感と淋しさ が入れ混った感じがする。

このほか、熱帯魚や金魚から蚕や鈴虫にいたるま

で、手に入るものはすべて飼育の対象と なる。この

ように、今にして思えば、私の好奇心のため、あわ

れな犠牲者をなんと沢山つくったことであろう か。

このように、私の動物好きに対して、兄や姉は動

ヰ勿にはほとんど無関心であったよう に思う。ただ、

親父だけは犬などをやさしく可愛いがっているのを

憶えている。 私の動物好きは、幾分父親ゆずりであ

ったのであろう。

今、私は動物園も担当 しているが、 今までの罪If. 、
ろぼしの意味からも、自然と人間の共生という観点 ， 
から、今後の動物園のあり方を真剣に考えていきた

い。動物をい くら可愛いがって も、それは人間中心

の発想、で、 動物から人間をみれば、 これ程迷惑な存

在はな い。少なく とも、 このことだけは忘れないよ

うにしたい。 （大阪市建設局長）

表紙の写真 説明

300号記念号の表紙は空から見た天王寺動物

園で飾りました。間関以来75年 を経、本年 2月

24日は隣りの天王寺公園とも一体化し、 25haと

なりましたが、動物園の面積は開園時の2.6ha

から1lha にJ広カザりました。

； （撮影：大阪市消防局航空隊）
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なきごえ創刊300号に寄せて なきごえ26(8).1990

天王寺動物園の広報誌として昭和40年（1965年） 4 

月に創刊された「なきごえ」がこの 8月で 300号を

迎えました。ひとくちに300号と云っても毎月毎月25

年間もよく続けて発行しできたものだと、削刊時か

らたずさわってきた自分としては誠に感慨深いもの

があります。昭和30年代初めに「動物園あんない」

という広報誌が6回ばかり発刊されていましたが

その後頓座していたのです。当時、既に東京動物園

協会では「どうふeっと動物園」が発行されており、

立派な内容に敬服していたものでした。関西の動物

闘をリードする、と常々自負してきた天王寺動物園

としても、こうした月刊の広報誌を持ちたいと闘長

をはじめ全職員が念願していたのです。

昭和40年というとちょうど開園50周年にあたる年

で、近代的な動物園をめざして猷舎や園飴など大改

造と、国械の拡張など9ヵ年計画の真最中というと

ころでした。こうしたハード而の充実の他に、ソフ

ト面でも「天王寺動物園50年のあゆみ」の発行や、

広く市民に動物園や動物に意見しみを持つでもらう意

味で月刊「なきごえ」誌を発行することになったの

です。この題名については椴員の間で募集し、選考

の結果、米田飼育係長（当時）が考えた「なきごえ」

に決ま ったのです。動物の的声もまた、いろいろな

意志 をも って発せられ、お互いの情報を伝逃してい

ます。動物園や動物の情報をこの“なきごた．を通

して皆さんにお知らせしたいということなのです。

発行母体もその年発足した天王寺動物園協力会と

いう任意同体でしたが、 Z年後に天王寺動物園協会

という法人資格となり、基鍛も回っていきました。

さで、貧1）刊号といってもモノクロ写真のわずか数

頁のものでしたが、それでも毎月続けるとなると少

ないスタッフで本務を持った上でのこと、写真撮影

から現像、焼付、原稿讐き、編集、校正と、 一人何

役もこなさねばならず、大変なことでした。編集は

総岡主査（当日キ）で、私が写其関係を一手に引き受け

たのです。フィルム現像や焼付は、動物悶にH；干室も

引伸機もなかったので自宅で夜間に作業をしたもの

です。もちろん、自宅にl市・室などあるわけではない

ので、夏は夜明けが早くさをが白みかけてくるとあわ

てて印画紙をしまい込んだり、いろんな苦労が思い

出されます。

発行日を毎月15日と していましたが、遅れて月末

の発行にな っでしまったことも再三ありました。67

年、 69年には、各 1回 2ヵ月分の合併号を出したり

と遅れを取りもどす苦肉の策つで切りぬけました。

この合併号は増頁としカラー印刷の園内案内閣を入

~1. ました。 こ ~1. カず “ なきこ。え” σ〉カラーイヒσコ lましり
つだったように思います。

1970年は万博の年でしたから、各国からIY.'l呈され

た動物た ちのニュースや写真で埋めつくされました。

特にこの年の 7 月にニュージーランドからn~ られた

キーウイについでの記事は、夜行犯j:の烏で笠は巣箱

に寝ていて兄ていただけないこともあり、毎年 7月

には誌面でそのようすを紹介する特集を組むことに

なりました。その他、インドからのゾウのラニ一博

子、チーターやエチオピアのアピシニアライオンの

受入れなどf亡しくも思い出の多い年でもありました。

.J 

での l
昔11401TJ

から50

P:Jにfli'〔
上げし

たので

すが、

その 2
fj＇.後か

大阪万博の際ニュージーランドの首相より、キーウィの贈呈をうける ら現有．

の100円とな りました。71年になると編集委員会を発

足させ、年 2同会合を持ち、半年分の編集内容を決

めることにしました。自然保設特集を組んで、山附

鳥類研究所の鼎団長久先生や、日本雄水鳥thl，会の仲

間帯剣先生など広〈外宮IIの方に寄稿をお切！~寸司るよ

うにもなりました。 72年は上海動物園との第 l次動

物交換の行われた年で、この鋭普動物のクロオオカ

ミやマナヅル、また、大阪から贈ったアシカやペン

ギンの記事が誌而をにぎわせました。また、北京動

物閣との動物交流も行なわれ、日本初渡米のモウコ

ガゼル

も話題

をf是｛共
しまし
日～。
73年

から、

増頁し

て11頁

とし、

l;f.!;f.＇今 第 1次、 大阪 ・上海友好都市提携動物交倹

のような体裁となりましたが、 !MJ.'lにはそれな りの

苦労が加わるものです。 75年には第 1回のサマース

クールが開校し、その生徒募集や、開校中の模械をグ

ラビアで扱って、動物園での教育活動をPRしま した。

77年には飼育斜職員のなかでも海外旅行に出る入 、
もmえ、外国の動物園の児学記などが3志面をにき4わ ， 
すようになりました。また、直接動物を飼育しでい ー

るキーパーの飼育記事や、 短報としてキーパーズア

イと称するものが縦るようになりました。これは、

常々、私も奨励していたことですが、飼育記録を“な

きごぇ・・で活字にしておけば、その記録がいつでも

治せるし、後に残るものだと云ってきたことが徐h

に実ってきたことに寝びを党えたものでした。

81年 1月に上海雑技団のジャイアン トパンダの（単

身の公演が大阪市で催されました。土井謀長（当時）

と私が約 1ヵ月のll司、公演場の見本市会場 （当時、

車J仰l橋）でパンダの環境づくりや、自irの調達、など

jJ!lj蘭の協力をしたわけですが、この時の見聞や体験

を記事lこしたものでした。

また、この年から大阪動物園ボランティアーズの

有力メンバーだった寓樫君が、北米に留学したので、

彼が9回にわたっで、北米の動物聞の最近の情報を

・・北米通信員だより”と して寄制してくれました。
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さきに述べましたが、例年夏はキーウィ特集とし

て掲載してきたのですが、飼脊10年を経過してキー

ウィ飼育一筋の磁回さんに“キーウィの合唱”と題

して舎いてもらいました。これが新聞記事にな り大

きな話題を呼んだことを党えています。 さらに英字

紙にも絞り 、海を渡ってニュージーランドでも現地

の新聞にとりあげられたのです。 ”なきごえ”の記

事が海外にまで伝わる、これは本人はもとより編集

に携わったものと しても大変な喜びであり ました。

さで、 82年 4月号が創刊200号となりました。200

号ともなると何か一皮脱いで大きくならなくてはと

いうのが、編集委員の総意でありました。費用もか

かるのですが、表紙のカラー化を協会にあ、願いしま

したところ、快よく OKが出たのです。表紙と裏表

紙がカラーとなったのがこのときからです。やはり、

動物の表情はカラーにかぎります。編集委員会でも

表紙の写真の担当は取り合いという状況でした。こ

の200号は、特集号として“なきごえ”200号のあゆみ

をグラフで紹介し、小学生による「未来の夢の動物

園」というテーマの座談会、それに「天王寺動物園

のルーツを さぐる」 という ことで、府立大阪博物均

の動物艦について近級大学短期大学部の埜上街先生

に響いていただきました。

本誌の「動物と私」というコーナーは、創刊時か

らのものですが、 83年には、古賀忠、道元上野動物園

長（故人）や浅倉繁春市ij1-.聖子動物園長にも寄稿してい

ただきました。 このコーナーは、外膏IIに依頼するも

ので、なかなか大変なことで、有名、無名含めて

300人の方々に登場i~nった ことになります。

また、この年“動物の親善使節”というタイトル

で、大阪市長、大島靖（当時） Iこ寄稿いただきました

が、この中で、昨

年末市民の皆様に

喜ばれている人気

者のコアラの誘致

にふれられています。

85年は、開図70

周年を迎える年で、

記念特集号を絡み

24頁としま した。

土井良彦園長 （当

時）の挨拶、古賀

忠、道東京動物園協

会E盟事長（故人）の

「天王寺動物園と

私」和田辰巳元園

長の園長回顧録、

なきごえ開問70周年記念号表紙 グラフでは「新聞

と写真でつづる70年のあゆみ」を 4頁にわたり取り

上げました。また、動物の初来記録や、「数字で見る

70年のあゆみ」では、収容動物数、面積、入園者数、

入l羽料、長年飼育動物、動物悶の所管の変遷などを

紹介し、記録としても意義ある号となりました。

86年には、・・ヶ ンちゃんの好きやねん動物園”を年

3回の害I）で登場願いました。これは、地元の漫画家

でエッセイストの松葉他さんにお・Killいしでいるもの

で、当世のマンガブームに乗ったという訳でもない

のですが、やはり、活字と写真ばかりよりバラエテ

ィーに富んで好評です。

すでに、「どうぶつと動物園」では恨本進さんのら

リちゃんの動物園散歩」が早くから登場しており、

これに追随した ？というかたちでもあ りますが・・・・ワ

何にしても創刊以来42年486号という歴史に、 J!1.属ス

タッフ、すばらしい企画、それに財力と四拍子揃っ

た「どうぶつと動物園」に、少しでも我hも近づけ

ようと努力をしてきたわけです。最近は、「あしあと」

「つぶやき」「はばたき」など機関誌を出しでいる園

が増えています。

87年は天王寺博開催の年で、これを記念してのバ

ードケー ジ、「烏の楽園」がオープンしました。これ

の関連記事が多く見られ、袋紙の写真も新しく入園

した珍ら しい水鳥たちが目を引いています。

また、「鳥島のアホウドリ」と題して東邦大学理学

部の長谷川博氏に寄稿いただくなど、フィールドで

の動物たちの記事も載せて、動物たちを取りまく環

境についでの現状や保殺を訴えました。

88年は前年の11月に初めて成育に成功したホ ッキ

畠噛~ ヨクグ

4吋
ちゃん
(J)カ、わ

いい写

真と記

事で埋

まる年

であ η

ましfニ。
コアラの銃致 その他、

コアラの受け入れ前年と してユーカ リの殺洛状況や

コアラ舎の建設についての記事が特徴的でした。

89年はいよいよコアラ受け入れの年ということで

春から夏にかけてはコアラー色の “なきこど．とな

りました。また秋には、上海動物園から贈られたレ

y サーパンダや、レニングラード動物園からのカラ

フトフクロウや、シロフクロウの写真や記事で娠わ

いました。そんな中で、 「クロサイの繁勉作戦」は、

稀少動物を守るための動物園聞の連携と地味な努力

を広く皆さんに知ってもらうことで有意殺なもので

ありま した。

まあ、ざっと創刊時から25年をふり返ってきたの

ですが、“なきごえ”は動物閣の歩みを昨今に映して

きま した。私自身時には挫折しかけたこともあり、

そのたびに“読者が待っているんだよ”の一言ーに気

力を奮い立たせて取り組んで来たものです。背伸び

せず一歩一歩きざんできた300号、本当にお目出とう。

この300号lま記念号とな り、11!1J物闇グラフもこれ以

降、カラー化するということを聞き、また一歩、前進

したことになります。私がただ一つ心残りなのは第 3

種郵便物の認可の件です。これも早くから総可を受け

ようと努力 したのですが、なにせ、購読者数の~があ

ったのです。今後も皆さんのl段かい御支援で・・なきご

え”が大き く成長していくことを祈願してやみません。

（両If天王寺動物園制叩問樽本 制
収淀川 m他所環境訓’長 ／ 
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新 世界と天王寺動物園

竹島昌威知

ヲミ五寺動物図と干l、の｜羽わりは古く 、半世紀にもな

る。最~）制といわれた昭和初期、 平l、は動物閣の北側

に生まれ育っただけに、日夜、動物たちの岨呼を聞

いて暮らしていた。そのなきごえは高く低く、長く

短く、間図後もよく聞こえ、なきこえが聞こえにく

いときは、動物が病気でもしたのではないかと、少

なからず気を採んだものだった。

昭和初期の動物園

昭和初期といえば、色んな動物が続々と釆園して

きた。中でも待怨されるのが、 7年 7月にやってき

たチンパンジーのリタで、リタの人気は大阪のみな

らず、日本中の人気を集めた。というのは、やって

きて僅か 1ヵ月余りで芸を党え、 9月 1日から入閣

者に演技を披露・したのである。

芸達者なチンパンジーのリタ娘

リタの演技は幅広く、竹馬、自転車、ナイフ、フォ

ークを使つでの食事や、食後に紅茶を飲んでタバコ

をI倣う、といった具ー合で、観客はゃんやの大かっさ

い。こんな芸達者なチンパンジーは全国でも初めで

と、新IHIなどで大きくとり上げられ、日本中の人気

者とな った。

この大ニュースをいち早く知った私の母親は、動

物陸lに近いことと、幼児は無料ということにかこつ

けて、月に幾度もX!!れてくれた。それが母であった

り、ときには，奴父であったりで、人変われど主変わ

らずというか、それから後は、事あるごとに訪れる

機会を得た。

現ずEはコアラが人気を集めているが、リタの人気

はもっと泌く爆発的だった。食事lま特設舞台のテー

なきごえ26(8) ,19卯

プルで行ったが、自転車に乗るときは園内を走るの

で、アナウンスがあり、その後ロープで観客を常11し

て走らせていたのを覚えている。

「それっ、リタじようがあんな上手にナイフを使こ

でる。よそ見せんと、ちゃんと見なはれf」

母に言われでも、何故リタじようなのか分からな

かった。叔父に連れられたとき、リタはメスだから

女の子、お「娘さんなのでリタ娘だと教えられ、私は

リタ娘で通したが、近所の人もそう言っていたよう

である。叔父は、リタのまえにもチンノfンジーがい

で太郎というオスで、リタほとeの泌技はなかったも

のの、えらい人気であったが、 1ヵ月ほどで亡くな

った、と聞かされてもうわの空、私はリタ以外に日

がなく、リタだけを兄に動物園に通った。

母はほかの動物もよく 見るようにと、画用紙にス

ケッチすることを教え、叔父は重~J物図や周辺の厩史
を教えてくれた。お陰で幼少期は動物の絵ばかりを

描き、小学校低学年の頃、キリンの首が長いので、

画用紙が足りないと、継ぎ足して描いて叱られた。

しかし、絵の出来が良かったので貼り出された。

当時の動物閣は、北図にクジラの全身骨格があっ

で、長さ20m、重さ2930kgもある大きなもので下か

ら腕木で支え、空間に浮かせた形になっていたよう

だ。怖いもの見たさに、クジラの骸骨を首を傾げて

兄でいると、均所が武道の館 『武徳殿』に隣銭して

いるため、時どき聞こ える「えいッ Yや7 ／」の声

に、風化しつつある骨を眺めながら 、身を縮めたも

のだった。

そんな頃、リタの言ト報を聞いた。世の中が紀元

2600年に湧き立つ昭和15年 7月23日、名優リタが他

界した。 リタの言卜報に叔父の胸を叩いて私はi立いた。

それにしても不思議な猿である。来図したのが7年

7月23目、丸8年間、たった一匹のチンパンジーが、

戦前の最盛期をもたらしたのだ。

リタが残した功紡ーは大き L、。来図後入園者をt曽や

し、いち時期、東京上野動物園の入場者を凌ぐ。

リタが亡くなった動物園の寂しさ、しばらく行く

のが嫌になり、その後、私は新世界へ足を向けるよ

うになった。子I~画、洋画ともに名作が上映された時
代で、兄応えある作品が多かった。

リタを恕って観たのが『ターザン』ものである。

ジョ ニー ・ワイズミュラー扮するターザンのりりし

さ、子分のようについて回るチンパンジーのチータ

ー。リタそっくりなので好きになり、ターザン映画

は総で似ている。それも不思議にラヂウム浪泉階上

の劇場であった。ほかの映画はよその劇場へ飢に行

くのに、ターザンだけはなぜか視劇と決めていた。

当時ラヂウム浪泉は、ローマ風の大きな円型浴場

があり、階上は娯楽結設や劇場、I也附には25mプー

ルがあって、中の機子がジャンジTン横丁から眺め

ることができた。私は悪童たちとプールで泳ぎ、 ≫I'
Kの劇場で映画を観たが、時どき娘義太夫などもや

っていた。ラチfウムi品』込！i単xi＆なくなり、 ifu¥./$1）とな

- 6 ー
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って、日本初のストリップ劇場として盛況を極めた

が、表退を見るに到って演芸 ・寄席を中心にした『新

花月』に変身。それも時の流れに逆らえず、遂に劇

I易を閉じて

しまった。

新世界の

方も閉じで、

映画が斜陽

産業と呼ば

れて以来、

閉館すると

ころもf曽え、

昔栄えた有

名映画館が

消えて久し

い。r公楽座』

も以前の函

今では映画館、寄席小屋よりもパ 景三はなく、
チンコ屋が多くなった新世界界隈 『日劇j』は

マンションを経営、『朝日劇場』は映画を止め、大衆

演劇とパチンコ屋で経営を続けているが、元来、朝

日劇場は実演が売り物で、往年の喜劇人も大勢舞台

を踏んでいる。それは現在のパチンコ屋の前身で、

映画館は戦前、東fHllに r;ぉニ朝日』としてあった。

そういえば新世界の今昔lまずい分違う。初代通ヲミ

悶が完成から32年を経た昭和18年、大橋JMの失火で

類焼した。翌年解体供出したが、それまでの通天閣

は大正ロマンの怠徴ともいえ、昭和になれば経済恐

慌や戦争で、象徴に酔うことが少なかった。それで

もロマンの余両日を残す通ヲミ附に、初、は何度も昇って

下界を眺め、巨視と微視の狭間でしきりに空想に耽

っていた。

初代通天

閣は現在地

より南にあ

り、現在地

にはH貧水が

あって、大

した水量で

もないのに

人は涼を求

めて集つで

いた。 ドー

ム型の柿中行

の足元には

土産物屋が 初代の通天閣と動物関

事干を連ね、アメリカの福の神・ビリケンさんが安置

されていた。江戸川乱歩が小説『怪人二十面相』の

舞台にしたほどで、ハイカラな気風もあった。

戦後、寂しくなった新世界の復興を願ぃ、 2＇~目

通天閣を昭和31年に完成させた。当初は珍しさもあ

り、高層ビルが少ないために、多くの入場者で潤っ

たが、続ノヤとmてられる高尉ピルによって通天閣の

魅力が滞れ、自然足が遠のき入I若者が激減した。通

天間IHIJとしては王将阪国三吉を忘れではならないと、

脚下に王将

碑を建立し、

普あったビ

リケンさん

の復t舌を行

ったりして、

懸命に知恵

を来実ってい

る。

阪悶三吉

で忠ぃ出す

ことカfある。

三吉は明治

3年明市に

新世界を代表するものの一つ 生まれ将棋
である阪図三吉の王将碑 一途に生き

抜いた入。新世界との縁も深く、通天閣を眺める位

置に住んでいたこともあって、私たちとの縁も浅く

なL、。この三吉がこともあろうに、年こそ違え 6年

後の昭和21年、リタと閉じ 7月23日に亡くなってい

る 。 偶然といえばそれまでだが、 初代J~ヲミ附が明治

45年 7丹、昭和 7年 7月に ＇）タが来て、 B年後の 7

月に舛夫、三吉は 7月に鬼絡に入っている。

新世界と1fiJJ物図は 7月に縁がありそうだ。しかも

この10数年来、ホ yキョクグーマへの五］cf_:j；のプレゼン

卜が、 7月23日とはどういうことだろう。

新世界と動物園は相乗して栄えてきた。それが、

映画の斜陽化のため新世界の人気が低下、これに反

して動物聞は、北園 ・南図ともに拡大され、タスマ

ニアテ’ピルやコアラなど珍献の導入によって、目下

繁栄の一途を辿っている。

通ヲ芝悶の名は、昨年亡くなられた藤沢和夫氏の祖

父、 H藤沢南岳が命名した。明治の気骨が感じられる。

税の苦労を海をして受け、孫の｛そでは物もらい、で

あってはな らない。

そこで新世界の復興をJ必考してみるに、21世紀を

先取りする企画と 、レトロとの対話を求めることで

ある。今やレ卜ロが珍しい時代である。 どこかの劇

場がやってくれればと願うのが、昔懐かしい大道芸

だけを泌じる小｛射である。大道芸だけでなく物光り

をも添え、さらに・0'C店をピック リぜんざいや、屋台

の串カツの模擬I~にすれば、 ’各は珍 し い大道芸と共

に削除するにillいない。

模擬J;1=,が駄同なら劇土易外で、昔の昧と安さでJJ努れ

する。それと問題は夜店の復活である。通ヲミ昨日の足

元に拡がる日本ーの仮店を想像してもらいたい。主ま

は動物園、夜は新世界の散策と興味が尽きないのだ

が一一。私l卓、新世界と動物園が、末長く相乗的に

栄えてrJ.:しいと、つねづね心から願っている。

（日本ペンクラブ会員）
日本詩人クラブ会U/
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表紙を飾った主役たち
1.はじめに

「なきごえ」が誕生したのは25年前の1965年であ

る。通算 300号という節同を迎えるに当って歴代、

本誌の表紙を飾った主役たちをこの際、盤理してみ

ようということになった。私に作業のお鉢がまわっ

てきたのは以前からパソコンを少しいじ つでいると

いう単品屯な理由によるものである。

分析の結果が面白いものになるかどうかはデータ

の整理の仕方や眺める角度によって如何ようにもな

るので周りが期待するような結果に落着くかどうか

は保証の限りでない。ましてや動物園歴の浅い私が

織影者の意図や被写体と して選択した動機などをま

ったく無視して単純に動物名を数値的に処理するわ

けであるから、記事の大半が無味乾燥なものになる

ことを予めお断りしておきたい。

2.動物の区分と登場回数

通算 300号ということであるが、 本誌の70周年記

念号と今回の 300号の表紙に閣の航空写真が使われ

ているので実際に動物が登場したのは298回である。

表 1は月別に各動物の登場回数を集計したもので

ある。日目目乳類が159回、 鳥類126回で全体の96%を占

めているのに対し、If＇｛！虫類はわずかに 4 %である。

そこで過去22年間の晴乳類、鳥類、拠虫類の飼育

数 を調べたのが表 2である。鳥類の楳洛偏差が22

と少しバラツキが大きいものの、各動物聞には統

計学的に有意の差があり、その構成比は腿虫類を l

とすると、日甫乳類が3、鳥類が5である。これと今

回の登場回数の構成比を比較すると、 If＇｛！虫類の登場

回数が極端に少ないこ とが指摘される。

また、晴乳類と鳥類の関係についても比率の上で

は鳥類の方が優勢であるにもかかわらず、登場回数

ではその比率が逆転しており、鳥類よりも哨乳類の

方が登場のチャンスに恵まれているといえる。

3. 月別の傾向

表 1に戻って各動物区分の月別登場回数を検討し

てみよう。

鳥類の 7月の度数が飛抜けているのは、当閣の看

板動物の一つであるキーウイの記念すべき将入月が

7月であったので、過去12回、この月にキーウィを

載せていたからである。いわば7月はキーウィの指

定席と してその出番が保鉦 されていたわけである。

また、これとは逆に 1月に哨乳類や照虫類の度数

が高いのは、この月は毎年、その年のエトに悶んだ

動物が登場することにな っており、エトを構成する

動物をみても晴乳類が多 くなるのは仕方のないこと

である。折角の集計なので統計学のご神託を飼 うこ

とにする。

なきごえ26(8) .1990 

過去25年間、月によって動物の干魚類数の増減に変

動がなかった、 という前提で適合度の検定を行なう

と、ロ甫乳類も鳥類も危険率 5% の水準では統計学的

に登場回数に有意差はない。 この場合、鳥類のデー

タは相当バラツキがあるので間違いではないかと忠

われるに速いない。私もそう思って検算し直した ぐ

らいである。因みに危険率を 6% にすれば有意差が

結論できるわけで水準の取り方如何で結論は逆転す

る。この際どっちに転んでも大騒ぎするほどのこ と

ではないので判断は読者にお任せする。

4.季節別の傾向

表 3は表 1を季節別に集計 し直 したものであ る。

これをさらに春夏 （3月～ 8月）、秋冬 （9月～ 2月）

に大別しで晴乳類と鳥類を眺めると、両者の間は負

の相関関係になっていることが読み取れる。

つまり、 晴乳類で春夏の度数が65、秋冬が94でそ

の比はほぼ4対 6。一方、 鳥類のそれはそれぞれ80

対46、その比は 6対 4 と逆転している。

このことは春先から夏にかけては鳥類が、秋から

冬にかけては哨乳類が被写体として遊ばれてきたこ

とを示すものである。

表紙の写真は通常、発行の 1～ 2ヶ月前に撮影す

る。つまり鳥類は冬から春の一番羽色のあざやかな

時期にモデルとして遊ばれる傾向が強いことを示し

ている。 またエクリ プスの時には鳥は敬遠されるの

であろう。

5.動物別の登場回数

表 4は本稿の表題にしたがって主役とな った動物

をすべて一覧表に整理したものである。整理方法は

一般的に用いられでいる 自の分類様式に従い、各自

については登場回数の多いもの順に並べることに し

日～。

6.おわりに

このように一覧表にしてみると、 自によっては未

だ一度も登場の機会に恵ま れていない動物もいるよ

うである。理由は色々考えられるが中でも撮影し に

くい条件下にいる動物は敬遠されがちで気の毒であ

る。選に洩れた動物から、 「私た ちも表紙の主役に

なれるような動物舎に移して ！」とい う声が聞えて

きそうである。 （飼育謀長 ：中山良三郎）

表 1 動物の区分と登場回数

時月•I 
3 4 , 6 7 8 9 10 II 12 2 ノ』、十
11 n 1:1 II H H H II II II fl H 

’i 
12 10 10 7 14 15 19 14 12 19 15 159 

in 15 12 II 13 19 10 9 6 9 II 2 9 126 

~ 2 2 4 13 
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表 2 動物区分別構成比の比較 表 3 季節別の登場回数

PjlJ 手L lfi Jも 類 終 止l :/Ji 品～～～~ 叫苦手un 鳥 lH lf(!!i¥tn 

温rJi f~ニーσ｝~－品Jずtt唱 I 0 4 ± 8 187± 22 3 6 ± 9 
脊 （3～5) 33  38 2 

夏 （6～8) 32 4 2 3 

m 1ix 比 3 5 (6 5) N (8 0) 

1＜紙登J坊阿数 156  126 13 
l:k ( 9～11) 4 8 2 4 

冬 (12～2) 4 G 2 2 7 

k揖 甘主 J:t 12 10 (94J M (46) 

表 4 表紙に登場した動物の一覧表

綱 目 動 物 名 割E綱 自 動物名 鯛贋 綱 目 動物 名 続度 綱 目 動物名 頼度

キ＇ ~ ,!, ，作品、 ヨー U Jハ唱tカミ イワトピペンギン r、イイ口コ γンTク

ピタ トリ7コ7ラ I ヲカギ.， t ケー 7へシギン 1 ，、ケ.，，f・hウ舟ン＋，ヴ

了カカ ン現r.. - ホ J ド＂＂ , ; 
ヘンギンH 

シムン ・Jーへンギン キ yIJ ベニシェヤ｛

ハイイロカン，，... _ コ ヨ
Ii倫 I.I

ア マセラシへンキン 7サホロホロ＋ョウ

ワラピー プ チ ハ イ エ ナ I モモイロヘリカシ 2 ~·プ l /] I 7 'I 1 

オ グロワラピー レ I ザ ー ハンダ I カ I 寸 ド ，， 2 F ン 4トョウ 6 

タロキ＇＊リカンカ凡 ー T ライ グマ
へ・liJ，日

カ Jシ日夕へリカン ホオジロカンムリプル 2 

7 ク ロ キソネ ジャイア ント＂ンダ I カ ワ ウ .,. ..ハゾル

＇λ マ ニ7ヂピ F』 エゾ ヒグ マ シ A ’fシ コ ウ 3 オ 場 j .. 
., ，ル l』

民 FII インドi~ コウモリ J シマ ヤ マキコ コヴノ へラサキ 2 ナベゾル E
宜 IllII 

トリ lI 白 血 II ，、，I j. ，；ミ 2 へ’ンガn，ヤマネコ ィ，ドトキ コウ マ ナ f .. 1 

ロー ラン トゴ リラ 8 ,,.7ゴー乱f＇；キ T，ト ンョウショウ トキ t 鳥 7 ケ コ

オ ランウ ー タ ン 5 ポプ キ ヤ J I・ ヲヲ＂ゴ ll 7 ＇ミンゴ 5 イJ I' 1・ •H1 ゲリ

チ ン ハ ンシ － 4 ジ T 理（ - ウ寸？イワ y 2 チドリ日 ’フ トコ

ニ ホ シ 吋島 3 p甫 チ ー タ ー f シ ロワシ 2 ムナグロ 】

ケナ ガク -i:ザゐ I ミー 7キ T J ト トキイロコ〆ドル 2 カンムリパト

シ ロテ ナガザ ル I 7 L レ 7 ト カヲカラ
ハト日

ソデクロパト

重量 II ;J. ロ ー ロ＇ I1. ーを 口 I I・ カンムリ ワ シ 場ウムlI .,. * ，、シイン コ

晴 1 鳥 タカ l』
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ヵ ， H

7品ダプ，・／ウガメ

ー， ラ 1 民陪 l』 コピ トコ プウシ 2 シロIfオリュウキ＞？Ifモ 1 ム γ7シガ メ

7レイリード ，グ I .L •／シカ ミカゾキハシピロガモ テ＇＜レヒスカ メレす，

ト ラ 6 ダマ シカ シロタン，.? 
' ＇理

ウ・ －・ードラゴン

ラ イ ォ ， 6 予
" 

， マ タ ン 『ー ク トカゲlI エジ71・トゲオγガマ

ホ y キ ョ？ ＇／マ 4 エ ラ ，， ド l ニ ホ ノ キジ
l 虫 グリーンイグアナ

ヒ ニ且 ー マ 3 プラ.， ？パ， ? ミ ミキジ I ミズオオトカゲ 1 

ヒ ヨ ウ 2 ベ イサオリ 7タス シロミ ミキ ジ I ,Y.7コン;J.トリ・・ － 2 

食肉 lI ヒ グ 司 2 モ ウ コ ガゼ ル I ニシキジ l 額 イ〆ドニュ，キへピ 1 
キジ N へピ H

ニホ ンツキ Jワグマ 2 ， タ ダ 1 7オ エリ ヤケ イ キ ング 2 プラ

マ レーグマ 2 ダチョウII ダチョ ウ T カベー マ ドリ ミドリニ シ身内ピ 1 

オオ~ マ ふコ 2 鳥 ヒ タイ ヒクイドリ 2 インドクシ『’ 7 ワニ Fl ヨウ :J.コウワユ

ピントロング 2 ドリ II 
.L ュ ー :.. ＋，ン ＋ 3 今

チュウゴヲ オ.tカミ 1 類 キーウtJ.I キーゥ ( 12 , ,. そ l 針 298 

チョウセ ンオオカミ ヘ＞￥，日 寸オサマ ヘン．キン 2 セキuョク 4ヤケイ

- 9 -



動助園グラフ
“なきごえ300号記念特集”

昭和40年 1月1目、 天王寺動物園は開園50周

年を迎えました。これを記念し、 4月10日に小

誌が創刊されました。以来25年、本号 をも っで

300号を数えます。

今年は創刊時の出来事を中心にまとめでみま

した。 （構成 ・撮 影 ：：長瀬健二郎）

創刊号はフラミンゴ、 100号はダマシカ、カラー化さ
れた200号はベニジュケイが飾りました。

動物園改造9ヵ年計画の一環として総面積528niの
類人滋舎が完成しました。

- 10 -

なきごえ26(8),1990 なき ごえ26(8) .1990 

7月1目、一頭のシシオザルが生まれました。今は
もうおばあさんですが、息子夫婦や孫に図まれ、幸
せな余生を過していま・

この年3937niを跨るカモシカ国も完成しました。ベ
イサオリックス、モウコガゼルがζこで日本初の繁
殖に成功しています。

ピューマもこの年の8月1目、天王寺動物園で初め
ての繁殖に成功しました。

開園50周年を記念し緯国の昌痩苑動物園よりワシミ
ミズクが贈られました。以後5羽のヒナが成育し、
目線貌筈に尽く しました。

11月1日から30日まで開園50周年記念まつりが開か
れ、 11月1日には記念式典が行われました。

- 11 -



なきごえ26(8) .1990 

_t;J 紛らん9 常手まや~~
をわ年：~圏内そ干ぐ k きた均を白叫が’；そしb円すか事η拡〉箇ハを持つい~＇こ寂技
討九苦Z楽ι<V-a-0が天王寺む圏ざすJをわ年わ⑧の入匿l手与がa;.~もはむ包（ 150伺）11

全長（00-wv
パ・ラの？『チ

~ 

と戸 じl葺の索1~111:.a:>.a めが天王寺
ザート才坑桜山岳ω孔i虐殺か
~RV)方からむよく見古います.ry乙ト

仏前l"t広揚与のi＇符ち
合 せ 場 所l二v苛弓し1

否ょうYす。

なき ごえ26(8) .1990 

色調物園い明

ゴオ｜

13 

くごコ （君室）
一加，，aブヒ峰山玄盆裁合ビの
展示コ：＿－.j－？＿こ首、st1有館会一后1う
P主将ti！：八書官え3ヒi白実白藩の長昼
間点ιマ東1：：塵；R包（住友姦寄贈の
も庭）ヵミ吉弘ソます。この庭lま膏れ、
-z.：： 達しかヲi::＜.”す。



動物園日記
s I 30.今季 5頭目のニホンザルが生まれました。

6 I 1 .毎年恒例のヒツジの毛刈りを行いました。

今季6頭目のニホンザルが生まれました。

第 6回天王寺動物園写真コンクールの入賞

者が決定しました。

6 I 3 .ニホンジカが2ii民生まれました。

カモシカ園のインドクジャクが抱卵を開始

しました。

6 I 4. オオサマペンギン 3羽、イワトピペンギン

10羽、マカロニペンギン 1羽を冷房室に移

しました。

初岡県にある「海の中道海浜公園動物の森」

の獣医高田真理子さんが釆固されました。

6 I s. 65年ぶりにダチョウが1羽ふ化しました。

鳥の楽園でオシドリが3羽ふ化しました。

ワシミミズク l羽が広島市安佐野J物公閣か

ら贈られて来ました。1

6 I 6. フェレッ トを lE頁保：官隻し ました。

6 I 3生まれた 2頭のニホン ジカのう ち1

頭が死亡しました。

6 I 7.今季はじめてのカリフォルニアア シカの赤

ちゃんがIE頁生まれました。

なきごえ26(8).1990 動物園ニュース なきごえ26(8) ,1990 

カリフォルニアアシカの赤ちゃん

6 I 9.ゴイサギ、タ ヌキなどの保護動物を自然復

帰させました。

6 I 10. コシアカツバメの雛2羽、カルガモの雛4

3.1~、ムクドリのf!fn3.13J、ヒヨドリ 1 3)3)、シ

マリスの子供1頭を保護しました。

6/11. 6/5ふ化したダチョ ウの身体測定を行い

ました。

6 I 12. 5 I 20保護したアカエリヒレア シシギを自

然復帰させました。

6 I 13. ？クジャクが1羽自然ふ化しました。

6 I 14. セイランが1羽自然ふ化しました。

6/15. 6/6保護したフェ レットの飼い主が兄つ

かりました。

秋吉台自然動物公園の獣医笹野総笑さんが

来図されました。

6 I 17.第62回動物のお話とスライドの会「オオカ

ミのお百舌J を開催しました。
シマヘピを 1頭保織しました。

6 I 18. タヌキ lil員、 ドノfト1;]3)を保：言獲しました。

6 I 19. スズメを 13.1~保護しました。

6 I 20. ヒョウの赤ちゃんが2頭生まれました。

烏の楽園でメジロガモが5羽ふ化しました。

ハリネズミを 1ffi1呆髄しました。

6 I 21. ムクドリ、ヒヨドリ、ドバトを 1羽ずつ保

言蔓しま した。

6 /22.鳥の楽闘で今季最初のカルガモが1羽ふ化

しました。

6 I 23. 6 I 19保殺したスズメを自然復帰させまし

た。

6 I 24.キジノfトを1::J3.11呆言集しました。

ノfタスザルカ叶歪我をしたので入院させまし

た。

6 /25.ニッポンアナグマの子1頭を保護しました。

- r：もt:lt寸

ニッポンアナグマの子

鳥の楽園で今季生まれたシュパシコウの縦

5羽に足環を装着しました。

s I 21にふ化したフンボル トペンギンを人

工育機に切り換えました。

§ 65年ぶり、ダチョウのヒナ誕生

当園では大正14年に、 圏内で初めてダチョウの人

工ふ化に成功し

ました。 自動温

度調節搭もない

H寺代に、後に 2

代同園長とな っ

た寺内信三技手

が、石油ランプ

を実名i僚としたふ

卵機を製作し、

43日間の苦労の 生後3日目のダチョウのヒナ

すえ、ふ化に成功しています。

今回、6月 5日にふ化したものは 4月25日に産卵

したものです。卵の重さは16009で、ふ化時の体重

は11409でした。ふ化後、 6月8日からエサを給与

しましたが、エサをついぱみ始めたのは翌9日から

で、減少していた体重は11日から嶋加しはじめまし

た。 6月22日現在、体重23009 となり、生後一 ヵ月

頃には恐らく 3kgに途しでいることでしょう。

このダチ ョウのヒナはエミュウ舎械でご覧いただ

けます。

§ ワシミミズクのオスの来園

ワシミミズクのオスが、広島市安佐動物公園のご

厚意で6月5日に来闘しました。当閣では、いずれ

も当閣生ま れのメ ス2羽のみを飼育しでいま したの

で、待望の雄の来閣となりました。今後の繁殖が楽

しみです。

§ 第 6四天王寺動物園写真コンクール入選作品展

容の動物園ま つりの一環として「動物と花と緑と」

をテーマに、第 6回写真コンクールを開催し、作品

の募集を行つできました

が、6月l臼に動物写真家

の内山震氏をお招きし、

市長賞を始めとする入

選作品31点を選考しまし

た。これらの作品を、展

示館で6月10日から30日

まで展示し入国者の皆さ

まにご覧いただきました。

§ ヒョウの赤ちゃん誕生

6月20日、ヒ ョウの赤

ちゃんが2il:貫生まれまし
巣箱の中のヒョウの母子

た。現在の夫婦は、昭和
＋。令令令令令。令令令令令令＋。＋令＋。令令令令令令令4令令令令令令令＋令令令令＋令＋。＋令

現 在の飼育動物数
｛平成 2年6月30日現在）

附乳 矧 13目 103積 487点

鳥 類 初目 187種 778点

腐虫類 3目 33傾 81 点

合計 36自 323樋 134,6点
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フンボルトペンギンの赤ちゃん

6 I 26. 2羽目のダチョウがふ化しました。

6 I 27. グラン トシマウマのキャンディがメスの赤

ちゃんを生みました。

~ 

グラン トシマウマの赤ちゃん

今季3頭闘のニホンジカが生まれました。

鳥の楽闘でハクガンが3羽ふ化しました。

6 I 29. カモシカ図のインドクジャクが4羽自然ふ

化し ました。

今季4頭目のニホンジカが生まれました。

6 I 30. シマスカンクを lil頁f呆1隻しまし た。

61年 3月に来園して以来、これで4回目の出産とな

りました。

2頭 ともに寝室内の巣箱の中で順調に育っていま

す。 一般公開は 8月初旬を予定しています。

§ 日本ではじめて、セイランの自然ふ、化

当図は、昭和35年 6月

11日に目本ではじめでセ

イラ ンの人工ふ化に成功

しましたが、まる30年を

経過した本年6月14日に

は自然ふ化にも成功しま

した。これも 日本ではじ

めてのことです。

親鳥は今回 6f囲産卵し

このうち 4卵をふ卵機に ：

入れ人工ふ化 さ せ た と こ 芯t11,,j;¥
ろ、 2卵のみがふ化しま 園仮置

した。そして残り 2卯は セイランの母子

親鳥が自然抱卵していましたが、うち 1卵がふ化し

ました。

§ 動物園協会総会の開催

6月28目、圏

内レ クチヤール

ームで大阪市天

王寺動物園協会

の総会が開催さ

れ、 玉弁義弘建

設局長の理事新

f壬と西尾照子会

長以下、 全員の

役員が再任され

ました。

＠ お知らせ

動物のお話とスライドの会

8月19日（日） ゾウのワンポイン ト

9月16日（日）今年生まれの赤ちゃんのお話

10月21日（日） お休み

時間： 午後 1時～ 2時

.t~ii斤 ：レ クチヤールーム

＠ テレフォンサービス実施中

催し物、 トピックスなど魅力たっぷりの動物園の

案内を、 24時間テレフ ォンサービスで行っています

ので、せ’ひご利用ください。

電話番号 771-9999 

＊ 休園田のお知らせ＊
動物幽の休園臼は毎週月Pia臼（休日の場合は盟主

日）です。

I持l図時間は午前9時30分から午後5時までて＼
午後4IE＼＇まで入国できます。

14 15 



オートフォーカスカメラに愛ある暮し、応援します；

ヲ~拘ヲー

近鉄百貨店
ピントが合いやすいフィルムです
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昆虫以外の小さな生き物を320
同紹介。

全国の愛犬家の共感を呼ぶ無比の愛犬歌集 〈絶賛四版 〉
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川llUllllUUllllUllllllllllUlllllUllllllllllll川UUllllllUllllUUlllllllllllllll!

歌 集 犬 の歌 平岩米吉著
111111削1111剛1111剛剛聞llllJll剛11111111111111111111剛附mmm111111111111’111111’111111’llMUl!Ulllllt剛ltllllllllllllt’1111附”附1111附剛111111111酬111111111tllll!IHlllll剛lllflllllntllln1111111『剛剛mm1111’1111’111111111n11mnn1”阿川11n川llUIUllHllUlll刷II』mmm1m’llllllllllllllllll111刷1
著者が、約四十年の聞に、共に喜らした七十余頭の犬の生と死

を歌った四百十九首を収録。同時に、その誕生より老齢に至る B 6判 ・270頁

写真四十七図を収めた、犬の一生の生態写真集でもある。 3000円・干不要

〈感動の言葉〉 ・本書は、書店ではお買い
会この歌は愛犬t異体同心の境地である。 （英文学者） 求めになれません。
fl人としてi主ぎ得る愛情の極致を示している。 （動物研究家） 直鎮当会へお申し込みく

＊一首ごとに、こ とごとく魂にひび〈歌です。 （動物愛護家） ださい。

〒152／東京都目黒区自由が丘3-12-2 動物文学会 電話（03)717-1659／振斡・東京5-9800

DEAR LIFE BcJOKS 

生態・飼育・図鑑本認さり
中川進飢 ・岩合徳光／監修

05変Ill.判・オールカラ一
定価切O円

圃EヨCllllll'"511I電:5JW"届E男U.:;-.-..'&;Jtーヨ圃圃

85変型事j・オールカラー・各定価58桐

動物園で暮らす椴々な生き物達、

自然の中ではどんな暮らしをし

ているのか？ 動物闘での世話

の仕方はラ 仲間は9 など、

写真と綿密イラストをまじえ紹

介します．
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お求めは、お近くの書店で。 会ひかりのくに株式会社 本社／干543大阪市天王寺区上本町ー2時 768・1151

たのししいのりものミが待っていますO
新作

貸出用「よ’ lI ¥ Z 一土壬LA-I:閏ビデオ｜栄しい八土寸動初回」
19分（10本常備）

・対 象／保育園・幼稚園・小学校の先生

・貨出期間／10日間

・貨出 料／無料（包し郵送料480円は必要）

・申込先／当協会まで手紙かハガキで

お申込下さい。

天王寺動物園の本
入国の記念・手引に・1人1回

100円
(1才まで無料）

団体割引

(30人以上）

－…・1割ヲ｜

久竹娯楽株式会社
TEL (06)541-3938（代）

,.. ~· 

成金慢

. ・::f/. 

O圏内3ヵ所（南国入口横、北国ステージ横、北園高架下） Iこ各種とのりものミがあります。

ヨアタテν;t，νカード（限定販売）

好評発売中￥800(50度用）

オール力ラ－

500円 圏内売店にあります。

大阪市天王寺動物園協会 干543大阪市天王寺区茶臼山町6-74 ft (06) 771-0201 



・医学実験用動物

・宣伝用、 テレビ用、貸動物

動物ぬいぐるみは
子供のゆかいなお友達

川川各種ぬいぐるみ企画・製造・卸川”

有限会社 :;s：~ラ:JI-'
否 547 大阪市平野区西脇4丁目 5番22号

TEL : (06) 704-8 5 8 0 

FAX : (06) 704-8 5 6 5 

・原色世界維類図鑑（34l重1枚もの）要郵便券250円

有限会社吉川商会
本社神戸市中央区中山手通3丁目11番4号 電話（078)221-8195刊

飼育場兵庫県小野市来住町15 1 3番地

たのししい動物のお話ミは、
ガイドマシン（動物説明機）で、どうぞゲ

圏内、 主要動物舎
30数カ所にあります

関西特機株式会社

電話 06-762-2333

1回 20円

ノ

動物圏内での

お食事、ご体憩は

大阪市天王寺動物園内

中央売店

天王寺動物園内

圏内でのお写真は・・－

南固売店
大阪市天王寺区茶臼山町 6ー 74
電話（06) 7 7 1 -7 1 1 0番

動物園協会指定写真部ヘご用命下さい．ゲ

~－ . 

カラー写真キャビネ1枚 500円
撮影無料にでキャビネl枚をサーピスきせて戴き ます。

撮影予約も受付しておりますのでご連絡下さい。

。随時係員が待機して

おりますのでご説明

に伺いました際は、

よろしくお願い致し

ます。

国際航空写真株式会社

T E L 06-856-7444 



唯ちゃんも、

とってもゼリーも、

ますます成長しました。

偽
物

雪印乳業

乙~毛色”りー
包『1モヲ竜」〉忌F 乙司1モピー手

戸. .，.’‘守、

‘通d
浅香唯 と，zモ庁、，・可旬ドν ヒ、zモつ1・かνト

ゐ1も喝、官い切

WE SUPPORT WILDLIFE! 
天王寺動物園協会の売店lブWw F国際保

護動物必いぐるみコーナー’が新設されました。

このぬし、〈守るみの売上げの一部はWWFJ

（世界野生生物基金日本委員会）に寄付さ

れますLすばらしし、野生動物を私たちの手で

大切に守りましょう。

お申込み、お間合わせは

社団法人 大阪市天王寺動物園協会
（天宝寺動物園内JTEし(06)77ト0201

株式会社 ファミリア商事部
TEし(078)321-0345 

・お電話でのお申込みは動物園協会まで。

なお、郵送の場合は実費を負担していただきま1九

•WWF(WORLD WILDLIFE FUND）とは？
世界野生生物基金。世界中の危織に瀕している動物たちと、その

自然環焼を保護するための機関です。
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